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神山町議会�  3月 定 例 会
　３月定例会は、令和３年３月９日から 19日までの 11日間の会期で開催した。前年度より
９億4,700万円の減となった令和３年度一般会計予算を中心に令和２年度の補正予算のほか、
条例の一部改正等、監査委員の選任を含む 19 件、発議案 2件を審議し、全議案原案のとお
り可決・同意した。

　
⃝令和３年度神山町一般会計予算
⃝令和３年度国民健康保険特別会計予算
⃝令和３年度神山町簡易水道事業特別会計予算
⃝令和３年度神山町介護保険特別会計予算
⃝令和３年度神山町後期高齢者医療特別会計予算
⃝令和２年度神山町一般会計補正予算（第８号）
⃝令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
⃝令和２度神山町介護保険特別会計補正予算（第４号）
⃝令和２度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
⃝神山町介護保険条例の一部改正
⃝神山町法定外公共物の管理条例及び神山町生活管理支援事業利用料徴収条例の一部改正
⃝神山町特別職の職員で非常勤のものの報酬、旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
⃝神山町まち・ひと・しごと創生推進事業基金条例の制定
⃝令和２年度神山中学校建設工事請負契約の締結
⃝財産の取得
⃝阿北環境整備組合からの吉野川市の脱退に伴う財産処分
⃝東部地区広域市町村圏協議会の廃止
⃝神山町監査委員の選任
⃝神山町国民健康保険条例の一部改正
⃝神山町議会傍聴規則の一部を改正する規則
⃝神山町議会会議規則の一部を改正する規則
⃝阿北環境整備組合議会議員の選出
　
■要望及び陳情
　１件の要望及び陳情があり議員に資料配布しました
　　⃝「決議」並びに「監査機能の強化に関する要望」

2021年
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■
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
被
災
地

で
は
復
興
に
向
け
懸
命
に
励
ん
で
こ

ら
れ
、
ハ
ー
ド
面
の
施
設
で
は
か
な

り
復
旧
し
て
き
た
。
平
成
１２
年
に
友

好
提
携
を
結
ん
だ
宮
古
市
で
は
、
他

の
被
災
地
よ
り
復
旧
復
興
し
て
い
る

が
基
幹
産
業
の
水
産
業
で
は
不
漁
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
連
携
を
図
っ

て
復
興
支
援
に
資
す
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　
当
時
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
大
島
に

神
山
町
職
員
を
８
名
派
遣
し
た
。
現

在
懸
命
に
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
り
頑

張
っ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
、
胸
が

熱
く
な
る
。
我
々
も
災
害
列
島
に
暮

ら
し
て
い
る
以
上
教
訓
を
風
化
さ
せ

ず
迫
り
く
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
平
時
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
心

が
け
て
ま
い
り
た
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
世
界
的
な

パ
ニ
ッ
ク
は
、
世
の
中
を
大
き
く
変

え
て
し
ま
っ
た
。
社
会
全
体
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で

あ
っ
た
。
経
済
に
目
を
む
け
る
と
令

和
２
年
４
月
～
６
月
期
の
国
内
総
生

産
は
年
率
換
算
で
２７・
８
％
減
少
し

た
。
こ
れ
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

１７・
８
％
を
大
き
く
超
え
る
戦
後
最

大
の
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。

■
令
和
３
年
度
神
山
町
職
員
数

　
令
和
２
年
度
は
９９
名
。
行
政
職
３

名
、
現
業
職
１
名
が
退
職
し
、
新
規

採
用
は
行
政
職
4
名
。
本
年
４
月
１

日
時
点
で
は
、
行
政
職
９３
名
、
現
業

職
７
名
の
１
０
０
名
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
神
山
つ
な

ぐ
公
社
へ
１
名
、
徳
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
へ
１
名
出
向
を
予

定
し
て
い
る
。
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
持
つ
職
員
の
再
任
用
は
、
引
き
続

き
４
名
採
用
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税（
令
和
２
年
度
）

　

３
１
４
名
の
方
か
ら
６
，

２
３
０
万
５
，０
０
０
円
の
寄
附
が

あ
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ご

寄
附
の
意
思
に
沿
う
よ
う
に
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

■
新
年
度
の
主
な
事
業

︻
総
務
費
︼

　
平
成
３０
年
度
限
り
に
中
断
し
て
い

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
新
た
な
視

点
で
、
特
に
林
業
、
産
業
振
興
に
関

す
る
業
務
に
活
躍
で
き
る
人
材
経
費

を
計
上
し
た
。

　
神
山
町
創
生
戦
略
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

「
ま
ち
を
将
来
世
代
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
１
期
に
引
き
続
き

第
２
期
と
し
て
事
業
を
推
進
す
る
。

︻
衛
生
費
︼

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係

る
経
費
を
計
上
。
３
月
４
日
か
ら
医

療
従
事
者
を
優
先
に
接
種
が
開
始
さ

れ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
ワ
ク
チ
ン

が
届
き
次
第
、
順
次
広
報
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
神
山
町
医
師

団
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
万
全

な
接
種
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

︻
地
籍
調
査
事
業
︼

　
阿
野
字
長
谷
６
５
０
筆
と
阿
野
字

井
ノ
谷
３
８
１
筆
、
本
名
の
一
部

６
２
０
筆
の
調
査
を
計
画
。

︻
林
業
関
係
︼

　
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
名
を
配
置

し
森
林
境
界
の
明
確
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
上
分
字
名
ヶ
平
、
西
久
地
、

一
宇
夫
、
立
岩
、
江
田
、
下
分
字
名

本
の
４
０
０
㏊
を
予
定
。

　
森
林
基
盤
整
備
事
業
で
継
続
し
て

林
道
奥
屋
敷
線
開
設
工
事
、
新
規
に

林
道
殿
宮
線
改
良
舗
装
工
事
、
林
道

本
根
川
線
舗
装
工
事
と
排
水
路
の
整

備
を
進
め
る
。

︻
観
光
関
連
︼

　
新
た
に
開
設
し
た
神
通
滝
遊
歩
道

に
設
置
す
る
公
衆
ト
イ
レ
の
工
事
費

を
計
上
。

︻
土
木
関
係
︼

　
橋
梁
修
繕
工
事
と
し
て
宇
井
橋
、

宮
前
橋
、神
川
橋
、大
黒
橋
を
予
定
。

町
道
で
は
西
久
地
殿
宮
線
、
奥
鍋
長

野
線
法
面
落
石
対
策
工
事
、
中
津
本

名
線
の
改
良
用
水
路
の
改
修
舗
装
工

事
を
予
定
。

︻
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
︼

　
避
難
所
の
備
蓄
食
料
品
と
ポ
ー
タ

ブ
ル
蓄
電
池
及
び
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

各
８
台
を
購
入
す
る
経
費
を
計
上
。

︻
教
育
関
係
︼

　
神
山
中
学
校
体
育
館
の
実
施
設
計

費
用
及
び
町
民
体
育
館
の
解
体
工
事

と
本
年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
国
際

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
経
費
を
計

上
。
広
野
公
民
館
の
改
修
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。

町長の所信表明・行政報告
令和 3 年 3 月定例会
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

3 月定例会

■ 令和 3 年度一般会計・特別会計当初予算

令和 3 年度一般会計当初予算 一般会計

会　計　名
一　般　会　計 46億700万円

7億8，758万円
2億5，413万円

10億2，273万円

17．1％
△3．9％
52．4％

△0．2％
1億2，479万円 △7．0％

予　算　額 前年度当初予算対比

特
別
会
計

一般会計及び特別会計の主な事業

● 地域おこし協力隊活動委託料 424万円
● 中野文庫（保育所、小学校、中学校図書購入、中野幸子さんからの寄付金を活用して） 125万円
● 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保業務委託料 1，707万円
● 公衆便所建築工事（神通滝） 1，100万円
● 学校運営協議会委員報酬（小学校費・中学校費） 49万円
● 公共施設解体工事（町民体育館） 4，500万円
● 特定健診委託料負担金 475万円（国保）
● 地方公営企業法適用支援業務委託料 1，078万円（簡水）
● 生活支援体制整備事業委託料 698万円（介護）

● 高専誘致事業費 1億723万円

歳 入

歳 出

前年度当初予算対比17.1%減
46億700万円を可決

歳 入
46億

700万円

歳 出
（目的別）

46億
700万円

自主財源
　13億
　81万円
　　（28.2％）

依存財源
33億619万円
（71.8％）

その他
1億5，049万円（3.4％）

公債費
4億3，289万円

（9．4％）

教育費
5億
3，504万円

（11．6％）

消防費
2億1，414万円

（4．6％）

土木費
4億5，279万円

（9．8％）

農林水産業費
3億9，752万円（8．6％）

衛生費
3億2，237万円（7．0％）

※1万円未満切捨てしているため合計額一致しません。

民生費
11億
3，900万円

（24．7％）

総務費
9億6，273万円

（20．9％）

その他
2億5，140万円（5.6％）

繰入金
7億2，948万円

（15.8％）

その他
1億374万円

（2.3％）

地方交付税
17億6，119万円（38.2％）

国庫支出金
4億2，116万円

（9.1％）

県支出金
3億833万円

（6.7％）

地方債
5億6，410万円

（12.2％）

町税 4億2，079万円（9.1％）

使用料・手数料 4，678万円（1.0％）

神山まるごと高専敷地造成工事地神山まるごと高専敷地造成工事地
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使用料・手数料 4，678万円（1.0％）
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令和２年度
神山中学校建設工事請負契約の締結

請負代金 11億7,920万円
西松建設㈱四国支店

（令和 3年 3月現在）

○財産の取得について
●取得物件　�令和 2年度新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交
付金事業　避難所備品購入

コロナ禍における分散避難をより効率的に
進めるために感染対策備蓄品を各地区に配
備、また備蓄品を格納する防災倉庫の整備
（広野、阿川、鬼籠野、下分） 広野小学校校庭

着工前

現　状

取得価格 1,112万円
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第
1
回
定
例
議
会
は
3
月
3
日
神
山
町
役
場
議
場
で
開

催
さ
れ
た
。

　
本
定
例
会
で
は
議
案
2
件
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

　【
議
案
第
1
号
】

専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
名
西
消
防
組
合
消
防
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　【
議
案
第
2
号
】

　
令
和
3
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計
当
初
予
算

　　
議
案
第
1
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
防
疫
等
の
作
業
手
当
に
関
す
る
名
西
消
防
組
合
の

関
係
条
例
を
改
正
し
た
。

　
議
案
第
2
号
で
は
、
令
和
3
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
億
8
︐
5
1
4
万
円
を
可
決
し
た
。

　
●
神
山
町
分
担
金 

1
億
5
︐0
1
2
万
円

●
石
井
町
分
担
金 

3
億
6
︐3
8
8
万
円

●
そ
の
他
収
入 

7
︐1
1
3
万
円

令和 3 年　名西消防組合議会

●
監
査
委
員
の
選
任

神山町神領字川北
鍛　 昌志 氏
（同意）

●
阿
北
環
境
整
備
組
合
議
員
の
選
出
（
指
名
推
選
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本　
孝
夫 

議
員

人
事
案
件

歳入歳出それぞれ 3億9,579万円増額
予算総額 72億1,783万円

令和２年度
一般会計補正予算

総　務　費 ● 積立金（まち・ひと・しごと創生推進事業基金） 3億100万円

衛　生　費 ● 予防費（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保業務委託料） 145万円

農林水産業費 ● 地籍調査事業費（地籍調査事業委託料） 3,330万円

商　工　費 ● 神山温泉管理費（神山温泉施設改修工事） 2,000万円

土　木　費 ● 道路新設改良費（社会資本整備総合交付金工事） 2,350万円

■ 令和２年度特別会計補正予算

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

1,606万円

2,218万円

▲71万円

8億7,655万円

10億8,659万円

1億3,510万円

会　計　名 補 正 額 補 正 後 の 額
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ネ
ッ
ト
等
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
は
思

う
が
、
高
齢
化
の
進
む
神
山
町
で
は
、

な
か
な
か
そ
れ
を
見
る
こ
と
の
で
き
る

人
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
町
民
の
方

へ
、
進
捗
状
況
を
広
く
周
知
し
た
ら
と

思
う
が
、
ど
う
お
考
え
か
。

答
弁

教
育
委
員
会
教
育
次
長

　
神
山
中
学
校
建
設
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
工
事
請
負
業
者
が
決
定
し
た
こ
と
や

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
建
設
す
る
新
校

舎
の
位
置
図
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、

今
後
は
随
時
更
新
を
し
て
い
く
予
定
。

ま
た
、
広
報
か
み
や
ま
５
月
号
に
も
掲

載
予
定
で
あ
る
。

答
弁

総
務
課
長

　

神
山
ま
る
ご
と
高
等
専
門
学
校
は

私
立
の
高
等
専
門
学
校
に
は
な
る
が
、

一
般
財
団
法
人
神
山
ま
る
ご
と
高
専

設
立
準
備
財
団
と
密
に
連
携
を
取
り

合
い
な
が
ら
、
適
時
情
報
発
信
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
の
方
が

工
事
完
成
ま
で
工
事
の
進
捗
状
況
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
発
信

を
し
て
ほ
し
い
。

て
い
る
が
、
今
後
町
民
体
育
館
の
解

体
等
の
工
事
が
行
わ
れ
る
と
思
う
。

そ
の
時
期
の
鮎
喰
川
コ
モ
ン
利
用
者

の
駐
車
場
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
コ
モ
ン

ハ
ウ
ス
だ
よ
り
、
広
報
か
み
や
ま
等

を
通
じ
、
町
民
に
広
く
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
情
報
発
信
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
横
に
４

台
程
度
確
保
し
て
い
る
が
、
今
後
、

大
埜
地
集
合
住
宅
現
場
事
務
所
を
解

体
す
る
な
ど
確
保
し
て
い
く
よ
う
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問
2
●

　

 

神
山
中
学
校
や
ま
る
ご
と
高

専
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
神
領
公
民
館
等
が
解
体
さ
れ
、
そ
の

跡
へ
神
山
中
学
校
が
新
築
さ
れ
る
。
ま

た
、
大
埜
地
地
区
に
ま
る
ご
と
高
専
の

校
舎
等
も
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と

思
う
。
建
物
の
規
模
、
構
造
等
、
今

後
の
工
事
状
況
、
過
程
な
ど
イ
ン
タ
ー

●
質
問
1
●

鮎
喰
川
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
に
つ
い

て
　
毎
月
鮎
喰
川
コ
モ
ン
だ
よ
り
等
も

発
行
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
で
住
民

の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
訪
れ
、
自
由

に
使
う
場
所
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
が
、
昨
年

11
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
約
５
か

月
に
な
る
。
訪
れ
て
利
用
さ
れ
た
方

は
、
現
在
ど
れ
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
か
。

訪
れ
た
方
が
利
用
さ
れ
た
内
容
等
を

伺
い
た
い
。

答
弁

総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
11
月
利
用
者
数
７
１
８
名
。
12
月

利
用
者
数
５
１
９
名
。
１
月
利
用
者
数

４
８
６
名
。
２
月
利
用
者
数
５
１
７
名

と
毎
月
５
０
０
人
程
度
の
利
用
者
が
あ

る
状
況
。
子
ど
も
の
利
用
、
親
子
連
れ

の
利
用
が
多
く
、
仕
事
を
持
ち
込
む
大

人
な
ど
一
定
の
利
用
が
あ
る
。
予
約
利

用
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
の
申
し
出

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
か
れ
て

い
る
。
月
に
１
度
、
健
康
福
祉
課
保
健

師
と
子
育
て
に
関
す
る
相
談
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
。

再
問

　
神
領
地
区
以
外
の
方
に
聞
く
と
、

集
合
住
宅
の
集
会
所
だ
と
思
っ
て
い

る
方
が
多
い
よ
う
だ
。
町
の
公
共
施

設
と
し
て
町
内
全
地
域
の
方
が
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
後
ど
の

よ
う
に
情
報
発
信
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、利
用
さ
れ
る
方
の
駐
車
場
は
、

現
在
町
民
体
育
館
駐
車
場
を
利
用
し

森本孝夫�議員

一
般
質
問

鮎喰川コモン（神領大埜地）
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へ
提
出
す
る
書
類
が
通
ら
な
か
っ
た

場
合
、認
可
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、

新
旧
二
つ
の
中
学
校
の
校
舎
が
存
在

し
一
方
が
不
要
と
な
る
が
、
そ
の
場

合
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

答
弁

町
長

　
現
中
学
校
は
約
5０
年
が
経
過
し
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
教
室
が
未
使
用

状
態
で
あ
る
。
多
感
な
時
期
の
中
学

生
が
学
ぶ
教
育
施
設
を
考
え
る
と
、

良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
高
専
の
認
可
が
通
ら
な
い
と
い
う

の
は
あ
く
ま
で
も
仮
定
で
あ
り
、
通

ら
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
私
は
神
山
中
学
校
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
先
決
で
あ
り
大

事
で
あ
る
。

専
へ
の
支
援
へ
」
と
明
記
さ
れ
て
い

た
。
町
が
ま
る
ご
と
高
専
へ
の
運
営

に
関
与
す
る
こ
と
は
、
公
私
協
力
校

も
し
く
は
公
設
民
営
方
式
で
は
な
い

の
か
。
最
悪
の
場
合
、
財
政
補
填
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
町
長

は
「
町
に
累
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す

る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
財
政
負
担

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
。

答
弁

町
長

　
公
私
協
力
校
、
公
設
民
営
方
式
で

は
な
い
。
町
に
累
が
及
ば
な
い
よ
う

に
す
る
と
い
う
の
は
、
か
ね
て
か
ら

申
し
て
い
る
。
財
政
補
填
に
つ
い
て

も
、
契
約
時
点
で
、
そ
れ
が
及
ば
な

い
よ
う
な
状
況
の
契
約
を
結
び
た
い

と
考
え
て
い
る
。
専
門
の
弁
護
士
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
。

●
質
問
3
●

新
神
山
中
学
校
の
建
設
に
つ

い
て

　
「
新
神
山
中
学
校
の
建
設
は
、
ま

る
ご
と
高
専
の
認
可
が
下
り
て
か
ら

で
も
」
と
以
前
の
一
般
質
問
で
求
め

た
。「
ま
る
ご
と
高
専
の
認
可
が
む

ず
か
し
い
の
で
は
」
と
考
え
る
町
民

が
増
え
て
い
る
。
今
秋
文
部
科
学
省

●
質
問
1
①
●

 

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

町
長
は
５
期
目
の
出
馬
表
明
で

「
や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
発

言
さ
れ
て
い
た
が
、
最
も
力
を
入
れ

て
や
り
残
し
た
こ
と
は
具
体
的
に
何

か
。
進
捗
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁

町
長

　
﹁
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
１
期
目
５
年
の
途
中
で

あ
っ
た
。
最
も
注
力
し
た
こ
と
を
一
つ

挙
げ
る
の
は
難
し
い
が
、
教
育
の
魅
力

化
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
結
果
が
で
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド
ハ
ブ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
継
続
す
る

こ
と
で
実
績
は
あ
が
っ
て
く
る
が
、
５

年
で
大
き
な
成
果
は
難
し
い
。
そ
れ
ぞ

れ
が
重
要
で
あ
り
、
芽
が
吹
き
か
け

た
状
況
で
あ
る
。
進
捗
率
を
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
で
示
す
と
い
う
の
は
難
し
い
。

●
質
問
1
②
●

成
人
式
に
つ
い
て

　
一
昨
年
中
華
人
民
共
和
国
で
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
未
だ
に
収
束
の
目
途
も
立
た
ず
、

日
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
県
下
で
神
山
町
は
早
々

と
成
人
式
の
中
止
を
決
め
、
記
念
品

を
配
っ
た
。
成
人
式
の
中
止
以
外
に

選
択
肢
は
な
か
っ
た
の
か
。
町
と
し

て
中
止
の
決
定
は
正
し
か
っ
た
の

か
。答弁

教
育
長

　
成
人
式
は
人
生
の
中
で
大
き
な
節

目
の
行
事
で
あ
り
、
今
年
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し

な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
で
進
め
て
い

た
が
、
昨
年
12
月
頃
か
ら
新
規
感
染

者
が
急
速
に
増
加
し
、
早
期
の
改
善

が
見
通
せ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
新

成
人
の
大
切
な
命
と
安
全
を
最
優
先

す
る
た
め
、
12
月
1４
日
苦
渋
の
決
断

を
し
た
。

●
質
問
2
●

第
2
次
神
山
町
地
方
創
生
計

画
に
つ
い
て

　
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
２
期
に
「
ま
る
ご
と
高

新居榮二�議員

一
般
質
問

神山中学校校舎
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●
質
問
1
●

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　
県
下
で
も
去
年
と
今
年
に
か
け
て

２
件
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
。
町
内
に
も
あ
る
程
度
の
規
模

を
も
つ
養
鶏
場
が
何
箇
所
か
あ
る

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た

め
の
指
導
の
よ
う
な
も
の
は
町
と
し

て
さ
れ
て
い
る
の
か
。
も
し
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
県
の
方
針

が
あ
る
と
思
う
が
、
全
て
の
鳥
が
殺

処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
処
分

場
な
ど
は
個
人
の
土
地
な
の
か
、
町

外
へ
搬
出
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
消

毒
と
か
移
動
規
制
と
か
大
変
な
こ
と

に
な
る
と
思
う
。
町
と
し
て
の
対
応

は
。

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本

部
を
設
置
し
、
町
対
策
本
部
は
、
各

課
か
ら
職
員
を
動
員
す
る
。

　
処
分
場
の
確
保
、
人
手
、
消
毒
体

制
に
つ
い
て
は
、
殺
処
分
・
消
毒
ポ

イ
ン
ト
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
県
が

主
体
と
な
り
実

施
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、

人
員
に
つ
い
て

も
県
職
員
を
配

置
し
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
。

町
も
、
各
対
策

班
に
職
員
5０
名

を
割
り
当
て
対

応
に
当
た
れ
る

よ
う
配
置
し
て

い
る
。

　
殺
処
分
さ
れ

る
鳥
は
、
法
律

上
埋
却
ま
た
は

焼
却
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り

発
生
時
の
飼
養

羽
数
等
の
状
況

に
よ
り
対
応
が

異
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
埋
却

場
所
が
確
保
で

き
る
農
家
に
つ
い
て
は
埋
却
処
理
を

行
い
、
確
保
で
き
な
い
農
家
に
つ
い

て
は
移
動
式
焼
却
炉
、
ま
た
は
民
間

処
理
施
設
で
焼
却
処
分
を
す
る
こ
と

に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
伝
染
病

に
関
す
る
予
防
や
発
生
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
か

ら
、﹁
県
は
、
市
町
村
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
。﹂

と
な
っ
て
お
り
、
町
は
、﹁
県
の
施

策
に
協
力
し
て
、
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家

畜
の
伝
染
病
に
関
す
る
対
応
は
、
県

が
主
体
と
な
り
、
町
は
県
に
対
し
協

力
す
る
と
い
う
関
係
に
な
っ
て
い

る
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
関

し
て
、
注
意
・
指
導
は
、
県
が
養
鶏

農
家
へ
消
毒
用
の
消
石
灰
や
ネ
ズ
ミ

の
殺
鼠
剤
配
付
や
、
防
疫
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
町
の
対
応
は
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
想
定
し

て
、
現
地
対
策
本
部
の
設
置
や
消
毒

ポ
イ
ン
ト
、
養
鶏
農
家
の
対
応
等
に

つ
い
て
、
県
担
当
者
と
連
携
を
密
に

と
り
な
が
ら
、
現
地
の
確
認
や
協
議

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

際
に
は
、
県
に
徳
島
県
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、
町
も
同
様
に
神
山
町
高

白土義信�議員

一
般
質
問

旧鬼籠野小学校で行われた防疫演習（県主催）（写真は令和元年10月29日実施したもの）
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●
質
問
1
●

神
山
町
の
指
針
に
つ
い
て

　
地
方
創
生
戦
略
１
期
が
終
わ
り
、

２
期
目
に
向
け
て
町
と
し
て
進
む
方

向
性
の
お
考
え
は
。

答
弁

総
務
課
長

　
﹁
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
策
定
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
そ
の
間
、
実
施
で
き
た
こ

と
、
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

予
期
せ
ぬ
展
開
も
あ
っ
た
。
第
２
期

で
掲
げ
た
施
策
を
や
り
遂
げ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
の
時
々
で
ま
ち
の
課

題
は
存
在
し
続
け
る
。
大
人
た
ち
が

柔
軟
に
、
い
き
い
き
と
生
き
て
い
る

こ
と
が
、
地
域
社
会
に
お
い
て
な
に

よ
り
の
教
育
資
源
で
あ
り
、
ひ
と
づ

く
り
の
基
礎
を
成
す
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
基
本
方
針
の
検
討
作
業
は
、
新
型

で
き
る
限
り
７
日
分
の
食
糧
備
蓄
に

つ
い
て
、
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、毛
布
、折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
、

簡
易
ト
イ
レ
、
衛
生
用
品
の
お
む
つ

な
ど
生
活
必
需
品
の
備
蓄
も
進
め
て
い

る
。マ
ス
ク
、除
菌
用
品
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
な
ど
も
購
入
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

分
散
避
難
が
よ
り
円
滑
に
実
践
で
き
る

よ
う
、
年
度
末
に
は
町
内
の
６
地
区

に
防
災
倉
庫
の
設
置
が
完
了
す
る
。

答
弁

建
設
課
長

　

倒
木
を
切
る
こ
と
が
町
道
の
管
理

で
は
対
応
が
難
し
く
、
電
線
を
管
理

し
て
い
る
四
国
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お
願

い
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
国
道
・
県
道
の
場
合
に

つ
い
て
は
﹁
徳
島
県
東
部
倒
木
対
策

協
議
会
﹂
で
、
倒
木
の
危
険
箇
所
の

点
検
、
倒
木
の
恐
れ
の
あ
る
樹
木
の

除
去
を
、
毎
年
上
分
地
区
に
お
い
て
、

数
百
メ
ー
ト
ル
程
度
を
実
施
し
て
い

る
。
神
領
か
ら
広
野
に
つ
い
て
は
、

支
障
木
伐
採
で
お
願
い
し
て
い
る
。

●
質
問
3
●

町
営
バ
ス
に
つ
い
て

　

現
在
の
町
営
バ
ス
を
見
て
い
て

も
、
あ
ま
り
利
用
状
況
が
思
わ
し
く

な
い
よ
う
に
思
う
。
自
然
環
境
に
も

優
し
い
車
に
方
向
転
換
す
る
な
ど
の

考
え
は
あ
る
か
。
バ
ス
を
小
型
化
す

る
事
で
、
維
持
経
費
な
ど
の
削
減
が

で
き
、
狭
い
道
に
車
が
入
る
こ
と
が

で
き
る
。
細
部
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス

は
神
山
に
は
必
要
と
思
う
。

答
弁

住
民
課
長

　
神
山
町
は
非
常
に
広
い
た
め
、隅
々

の
利
用
者
の
所
ま
で
路
線
を
作
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
特

定
の
路
線
を
定
め
ず
に
個
々
の
利
用

者
に
対
応
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
神

山
町
内
に
３
社
あ
る
タ
ク
シ
ー
会
社
の

事
業
と
競
合
す
る
こ
と
と
な
り
運
行

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
町
営
バ
ス
の
朝
夕
の
便
に

つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
併
用
の
便

が
あ
る
た
め
、
町
営
バ
ス
を
小
型
化

し
た
場
合
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
別
に

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
経
費
が
増
加
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

髙橋義英�議員

一
般
質
問

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
困
難
と

な
り
、
第
４
次
総
合
計
画
の
期
間
を

一
年
延
長
し
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
計

画
の
考
え
に
沿
っ
て
各
事
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
質
問
2
●

災
害
の
拡
大
防
止
に
つ
い
て

　
強
風
や
積
雪
な
ど
の
普
段
で
も
起

こ
る
可
能
性
の
あ
る
災
害
。
木
が
倒

れ
れ
ば
断
線
し
停
電
す
る
。
２
次
災

害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
電

力
、
地
権
者
な
ど
と
は
ど
の
よ
う
に

協
議
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
各
地
区
で
進
め
て
い
る
防
災
倉
庫

で
は
、
ど
の
様
な
物
が
何
人
分
、
ま

た
何
日
分
備
蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　

想
定
さ
れ
る
避
難
者
数
を
３
２
０

人
と
し
て
お
り
、
７
日
分
の
食
糧
を

備
蓄
目
標
と
し
て
進
め
て
い
る
。
飲

料
水
、
主
食
と
な
る
ア
ル
フ
ァ
化
米
、

乾
パ
ン
、
即
席
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品

を
は
じ
め
、
お
か
ゆ
や
粉
ミ
ル
ク
の

要
配
慮
者
用
の
食
品
、
塩
・
砂
糖
・

醤
油
な
ど
の
調
味
料
も
備
蓄
し
て
い

る
。
計
画
上
の
目
標
数
量
に
は
ほ
ぼ

到
達
し
て
い
る
が
、
町
民
全
員
分
を

確
保
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
最
低
３
日
分
、

電線に樹木が接触している
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令
和
3
年
2
月
18
日
勝
名
地
区
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
石
井
町
中
央
公
民
館
い
し
い
藤

ホ
ー
ル
に
於
い
て
上
勝
町
、
勝
浦
町
、
佐
那
河

内
村
、
神
山
町
、
石
井
町
議
員
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
変
異
株
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
危
惧

さ
れ
ま
し
た
が
、
開
催
町
の
努
力
で
本
年
度
初

め
て
の
研
修
と
な
っ
た
。
は
じ
め
に
勝
名
地
区

議
会
議
長
会
会
長
の
井
上
裕
久
氏
が
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
次
い
で
開
催
町
で
あ
る
石
井
町
長
が

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
講
演
に

移
り
講
師
と
し
て
石
井
町
出
身
の
公
益
社
団
法

人
徳
島
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
武
市
善
明

氏
が
﹁
犯
罪
被
害
者
支
援
と
人
権
﹂
を
題
し
主

に
犯
罪
被
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

①
﹁
犯
罪
被
害
に
遭
う
﹂
と
い
う
事

②
﹁
犯
罪
被
害
者
等
の
抱
え
る
問
題
﹂
を
壇

上
の
掲
示
パ
ネ
ル
で
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
等

身
大
の
パ
ネ
ル
を
使
用
し
生
命
の
大
切
さ
を
訴

え
て
く
れ
ま
し
た
。
又
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹁
春
が
来
た
﹂

で
紹
介
さ
れ
直
接
的
被
害
と
二
次
被
害
、
徳
島

県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
概
要
が
説
明
さ

れ
た
。
大
変
有
意
義
で
私
達
の
為
に
な
る
講
演

で
し
た
。

　

次
年
度
の
開
催
は
勝
浦
町
の
予
定
で
す
。

�

（
新
居　
榮
二
）

　
令
和
3
年
3
月
16
日
循
環
器
基
本
法
か
ら
町

民
の
健
康
を
考
え
る
と
題
し
て
健
康
福
祉
課
担

当
よ
り
研
修
を
受
け
た
。

①�

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒

中
・
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に
係
る
対

策
に
関
す
る
基
本
法
に
つ
い
て

②�

循
環
器
基
本
法
か
ら
見
る
神
山
町
民
の
健
康

に
つ
い
て

③�

脳
卒
中
・
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
を
発

症
予
防
・
再
発
予
防
の
た
め
の
食
事
に
つ
い
て

以
上
３
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
一
人
一
人
が
毎
日
の
生
活
習
慣
（
喫
煙
、
食

生
活
、運
動
）
を
見
直
し
毎
年
健
診
を
受
け
て
、

肥
満
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、
糖
尿
病
な
ど
の

虚
血
性
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
の
程
度

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、

治
療
が
必

要
な
と
き

に
は
医
療

機
関
を
受

診
し
自
己

判
断
で
内

服
を
中
断

し
た
り
治

療
を
中
断

し
た
り
す

る
こ
と
の

な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
正
し
い
知
識
を
持
ち
予
防
に
取
り
組
み
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
元
気
に

す
ご
せ
る
よ
う
日
々
努
め
た
い
と
思
い
ま
し

た
。�

（
森
本　
孝
夫
）

1 
勝
名
地
区町村

議
会
議
員
研
修

議員研修

2 
循
環
器
基
本
法
か
ら

町
民
の
健
康
を
考
え
る
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新型コロナウイルスワクチン接種

　ワクチンが潤沢に供給されるまでは住民の皆様にご迷惑、ご不便をおかけしますがご協力お
願いします。
　ワクチン接種が徐々に進んでいく状況でありますが、ワクチンを接種した方も接種していな
い方も、３密の回避やマスクの着用など感染予防対策を継続していただくようお願いします。

現在、医療従事者への接種が行われて
いるが、高齢者等への接種時期は？

４月下旬の予定です。

町内医療機関を指定して予約ができる
のか？

まず、神山町新型コロナワクチン接種
予約コールセンターへの予約をお願い
します。
接種希望日時、医療機関をお伝えくだ
さい。
予約の際には、送付した接種券をご用
意ください。
（希望の医療機関の
予約が完了した場
合、ご希望に添えな
い場合があります。）

病院や施設へ入院、入所している方へ
の接種は？

免許証自主返納者等移動手段のない方
への対応は？

町内での接種医療機関は？会場での３
密対策は？

神山医院、中谷医院、佐々木外科内科
です。予約制にし、感染予防対策を行
いながら実施します。

長期入院・入所中の方は、やむを得な
い事情があり、住民票所在地において
接種を受けることができない場合、住
民票所在地以外でのワクチン接種が認
められています。
接種券を受け取った後、かかりつけ医
や施設等にお問い合わせください。

神山町内の医療機関での接種に限り、
タクシーを配車します。（無料）
神山町新型コロナワクチン接種予約
コールセンターへの予約時に、「タク
シー希望」とお伝えください。

※注
・コロナワクチン接種以外の目
的には使用できません。

・ワクチン予約時に「タクシー」
の予約をしていない場合及び
ご自身でタクシー会社へ予約
をして料金を支払った場合、
払い戻しの制度はありません。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　

地
域
の
宝
物
で
あ
る
阿
川
小

学
校
は
人
口
減
少
に
よ
り
児
童

数
が
減
り
、
平
成
16
年
に
休
校
。

平
成
27
年
に
廃
校
に
な
り
ま
し

た
。
阿
川
小
学
校
に
は
も
う
一

つ
昭
和
59
年
に
建
設
さ
れ
た
旧

校
舎
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
に

は
二
宮
金
次
郎
像
が
立
っ
て
い

ま
す
。
明
治
に
建
て
ら
れ
、
今

も
そ
っ
と
地
域
の
人
と
い
っ

し
ょ
に
時
代
の
流
れ
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。
町
内
に
は
、
旧
広

野
小
学
校
、
旧
鬼
籠
野
小
学
校
、

旧
下
分
小
学
校
、
旧
左
右
内
小

学
校
、
神
領
小
学
校
に
も
二
宮

金
次
郎
像
が
あ
り
ま
す
。
時
代

と
と
も
に
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
な

こ
の
ご
ろ
で
す
が
皆
さ
ん
も
旧

小
学
校
へ
行
っ
た
と
き
は
、
二

宮
金
次
郎
像
を
見
て
当
時
を
思

い
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

�

（
志
甫　
　
守
）

議
会
の
動
き

■
6
月

上
旬　
議
会
運
営
委
員
会

中
旬
～

下
旬　
６
月
定
例
会

■
8
月

上
旬　
決
算
審
査

５
日　

�

令
和
３
年
度
徳
島
県
町
村
議
会

議
員
研
修
会

　

桜
が
咲
き
誇
る
3
月
29
日
の
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
神
領
公
民
館
跡
地
）
に
於

い
て
神
山
中
学
校
建
設
工
事
起
工
式
が

神
山
町
・
地
元
関
係
者
・
町
議
会
・
設
計
・

施
工
受
注
業
者
参
加
の
も
と
厳
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
は
、
現

校
舎
建
設
当
時
の
話
や
こ
の
度
移
転
と

な
っ
た
経
緯
を
含
む
挨
拶
を
、
議
会
議

長
か
ら
は
自
身
が
在
学
し
て
い
た
頃
の

話
を
交
え
、
工
事
完
了
に
至
る
ま
で
の

安
全
を
願
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
竣

工
は
令
和
3
年
度
末
の
予
定
。

�
（
森　
　
一
博
）

編
集
後
記

　

今
定
例
会
は
、
公
益
財
団
法

人
日
本
花
の
会
か
ら
新
園
芸
品

種
に
認
定
さ
れ
た
﹁
神
山
枝
垂

桜
﹂
が
開
花
を
迎
え
る
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
明
る
く
活
動
的

な
季
節
を
迎
え
る
一
方
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
未

だ
終
息
す
る
気
配
も
な
く
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
厄
災
が

通
り
過
ぎ
る
の
を
耐
え
忍
ぶ

日
々
が
続
い
て
い
る
事
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
様
な
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
上
程

可
決
さ
れ
た
令
和
３
年
度
当
初

予
算
の
中
に
よ
う
や
く
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
す
る
内
容
も
盛
り

込
ま
れ
接
種
に
向
け
て
の
具
体

的
な
動
き
を
見
る
事
が
で
き
、

暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
に
僅

か
で
は
あ
り
ま
す
が
光
明
が
見

え
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
配
布
時

期
の
不
確
定
要
素
や
変
異
株
ウ

イ
ル
ス
の
影
が
近
づ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
気
を
緩
め
る
事
な
く

引
き
続
き
感
染
予
防
に
努
め
て

い
た
だ
け
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
森　
　
一
博
）

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

神山の

風 景

発行／神山町議会（〒771-3395　徳島県名西郡神山町神領字本野間100　TEL 088-676-1511（IP2002） FAX 088-676‐1100）

議会だより

かみやま 2021.5.15
3月定例会

48第 号

●３月定例会…………………………………………  ２頁
●所信表明……………………………………………  ３頁
●令和 3 年度当初予算、令和 2 年度補正予算  …  ４～７頁
●３月定例会一般質問…………………………８～11頁


